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(57)【要約】

【課題】配光性能を向上させること。

【解決手段】テールランプ１３の灯室１６には、導光体

１９と発光ユニット２０と、を備えている。導光体１９

は、直線状の直線部分２１ｃと直線部分２１ｃから湾曲

した湾曲部分２１ｄを備えた棒状の第１本体部２１を備

える。導光体１９は、第１本体部２１の直線部分２１ｃ

から湾曲部分２１ｄとは異なる方向に分岐した分岐部分

２２ｂを備えた棒状の第２本体部２２を備える。発光ユ

ニット２０の光は直線部分２１ｃの第１端部２１ａに入

射される。これにより、導光体１９の湾曲部分２１ｄに

は直線部分２１ｃに入射された光がテールランプの光と

して導かれるとともに、導光体１９の分岐部分２２ｂは

直線部分２１ｃで反射して入射された光がサイドマーカ

ランプの光として導かれる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 車 両 の 後 方 に 装 着 さ れ る 車 両 用 灯 具 で あ っ て 、

　 導 光 体 と 、

　 前 記 導 光 体 に 入 射 さ せ る 光 を 発 す る 発 光 体 と 、 を 備 え 、

　 前 記 導 光 体 は 、 直 線 状 の 直 線 部 分 と 前 記 直 線 部 分 か ら 湾 曲 し た 湾 曲 部 分 を 備 え た 棒 状 の

第 １ 本 体 部 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 の 直 線 部 分 か ら 前 記 第 １ 本 体 部 の 湾 曲 部 分 と は 異 な る 方 向

に 分 岐 し た 分 岐 部 分 を 備 え た 棒 状 の 第 ２ 本 体 部 と 、 を 備 え 、

　 前 記 発 光 体 か ら の 光 は 前 記 導 光 体 に お け る 前 記 直 線 部 分 の 端 部 に 入 射 さ れ 、

　 前 記 導 光 体 の 前 記 湾 曲 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 に 入 射 さ れ た 光 を テ ー ル ラ ン プ

の 光 と し て 導 く と と も に 、 前 記 導 光 体 の 前 記 分 岐 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 で 反 射

し て 入 射 さ れ た 光 を サ イ ド マ ー カ ラ ン プ の 光 と し て 導 く こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 灯 具 。

【 請 求 項 ２ 】

　 車 両 の 前 方 に 装 着 さ れ る 車 両 用 灯 具 で あ っ て 、

　 導 光 体 と 、

　 前 記 導 光 体 に 入 射 さ せ る 光 を 発 す る 発 光 体 と 、 を 備 え 、

　 前 記 導 光 体 は 、 直 線 状 の 直 線 部 分 と 前 記 直 線 部 分 か ら 湾 曲 し た 湾 曲 部 分 を 備 え た 棒 状 の

第 １ 本 体 部 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 の 直 線 部 分 か ら 前 記 第 １ 本 体 部 の 湾 曲 部 分 と は 異 な る 方 向

に 分 岐 し た 分 岐 部 分 を 備 え た 棒 状 の 第 ２ 本 体 部 と 、 を 備 え 、

　 前 記 発 光 体 か ら の 光 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 の 端 部 に 入 射 さ れ 、

　 前 記 導 光 体 の 前 記 湾 曲 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 に 入 射 さ れ た 光 を ク リ ア ラ ン ス

ラ ン プ 、 デ イ ラ イ ト 、 又 は デ イ タ イ ム ラ ン ニ ン グ ラ ン プ の 光 と し て 導 く と と も に 、 前 記 導

光 体 の 前 記 分 岐 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 で 反 射 し て 入 射 さ れ た 光 を サ イ ド マ ー カ

ラ ン プ の 光 と し て 導 く こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 灯 具 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 １ 本 体 部 の 前 記 直 線 部 分 及 び 前 記 湾 曲 部 分 の 断 面 積 は 、 前 記 第 ２ 本 体 部 の 前 記 分

岐 部 分 の 断 面 積 に 比 し て 大 き い 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 用 灯 具 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 １ 本 体 部 は 、 前 記 第 ２ 本 体 部 に 比 し て 緩 や か に 湾 曲 し て い る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３

の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 車 両 用 灯 具 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 サ イ ド マ ー カ ラ ン プ の 光 は 、 前 記 第 ２ 本 体 部 の 前 記 分 岐 部 分 の 端 部 に 導 か れ た 光 で

あ る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 車 両 用 灯 具 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 １ 本 体 部 の 前 記 直 線 部 分 に は 、 当 該 直 線 部 分 の 軸 心 に 対 し て 前 記 発 光 体 の 光 軸 を

所 定 角 度 ず ら し て 光 が 入 射 さ れ る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 車 両 用 灯 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 車 両 用 灯 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 自 動 車 な ど の 車 両 に は 、 ヘ ッ ド ラ ン プ や テ ー ル ラ ン プ な ど の 車 両 用 灯 具 が 装 着 さ れ て い

る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ の 車 両 用 灯 具 は 、 光 源 か ら の 光 を 導 光 体 へ 入 射 さ せ 、 そ の 入 射 光

を 導 光 体 に 形 成 さ れ た 複 数 の 反 射 面 で 反 射 さ せ る こ と で 異 な る 方 向 へ 光 を 出 射 さ せ て い る

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ２ ８ １ ５ ６ 号 公 報
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【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ の 車 両 用 灯 具 は 、 ブ ロ ッ ク 状 の 導 光 体 を 採 用 し て い る こ と か ら 、 広 範 囲 に 亘

っ て 発 光 さ せ よ う と す る と 導 光 体 の サ イ ズ が 大 き く な る 。 こ の た め 、 車 両 用 灯 具 は 、 配 光

性 能 を 高 め る 工 夫 が 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 発 明 は 、 配 光 性 能 を 向 上 し 得 る 車 両 用 灯 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る 車 両 用 灯 具 は 、 車 両 の 後 方 に 装 着 さ れ る 車 両 用 灯 具 で あ っ て 、 導 光

体 と 、 前 記 導 光 体 に 入 射 さ せ る 光 を 発 す る 発 光 体 と 、 を 備 え 、 前 記 導 光 体 は 、 直 線 状 の 直

線 部 分 と 前 記 直 線 部 分 か ら 湾 曲 し た 湾 曲 部 分 を 備 え た 棒 状 の 第 １ 本 体 部 と 、 前 記 第 １ 本 体

部 の 直 線 部 分 か ら 前 記 第 １ 本 体 部 の 湾 曲 部 分 と は 異 な る 方 向 に 分 岐 し た 分 岐 部 分 を 備 え た

棒 状 の 第 ２ 本 体 部 と 、 を 備 え 、 前 記 発 光 体 か ら の 光 は 前 記 導 光 体 に お け る 前 記 直 線 部 分 の

端 部 に 入 射 さ れ 、 前 記 導 光 体 の 前 記 湾 曲 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 に 入 射 さ れ た 光

を テ ー ル ラ ン プ の 光 と し て 導 く と と も に 、 前 記 導 光 体 の 前 記 分 岐 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記

直 線 部 分 で 反 射 し て 入 射 さ れ た 光 を サ イ ド マ ー カ ラ ン プ の 光 と し て 導 く こ と を 要 旨 と す る

。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 本 体 部 と 第 １ 本 体 部 か ら 分 岐 し た 第 ２ 本 体 部 を 備 え る 導 光 体 を

用 い て 発 光 さ せ る の で 、 単 一 の 発 光 体 を 用 い て 異 な る 方 向 に 入 射 し た 光 を 導 く こ と が で き

る 。 そ の 結 果 、 異 な る 方 向 へ 導 い た 光 を 、 テ ー ル ラ ン プ と サ イ ド マ ー カ ラ ン プ と い う 異 な

る 機 能 で 用 い る こ と が で き る 。 そ し て 、 導 光 体 を 棒 状 と す る こ と で 広 範 囲 に 亘 っ て 導 く こ

と が で き 、 配 光 性 能 を 向 上 さ せ た 車 両 用 灯 具 と し て の テ ー ル ラ ン プ を 構 成 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る 車 両 用 灯 具 は 、 車 両 の 前 方 に 装 着 さ れ る 車 両 用 灯 具 で あ っ て 、 導 光

体 と 、 前 記 導 光 体 に 入 射 さ せ る 光 を 発 す る 発 光 体 と 、 を 備 え 、 前 記 導 光 体 は 、 直 線 状 の 直

線 部 分 と 前 記 直 線 部 分 か ら 湾 曲 し た 湾 曲 部 分 を 備 え た 棒 状 の 第 １ 本 体 部 と 、 前 記 第 １ 本 体

部 の 直 線 部 分 か ら 前 記 第 １ 本 体 部 の 湾 曲 部 分 と は 異 な る 方 向 に 分 岐 し た 分 岐 部 分 を 備 え た

棒 状 の 第 ２ 本 体 部 と 、 を 備 え 、 前 記 発 光 体 か ら の 光 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 の 端 部 に

入 射 さ れ 、 前 記 導 光 体 の 前 記 湾 曲 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 に 入 射 さ れ た 光 を ク リ

ア ラ ン ス ラ ン プ 、 デ イ ラ イ ト 、 又 は デ イ タ イ ム ラ ン ニ ン グ ラ ン プ の 光 と し て 導 く と と も に

、 前 記 導 光 体 の 前 記 分 岐 部 分 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 で 反 射 し て 入 射 さ れ た 光 を サ イ

ド マ ー カ ラ ン プ の 光 と し て 導 く こ と を 要 旨 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 本 体 部 と 第 １ 本 体 部 か ら 分 岐 し た 第 ２ 本 体 部 を 備 え る 導 光 体 を

用 い て 発 光 さ せ る の で 、 単 一 の 発 光 体 を 用 い て 異 な る 方 向 に 入 射 し た 光 を 導 く こ と が で き

る 。 そ の 結 果 、 異 な る 方 向 へ 導 い た 光 を 、 ク リ ア ラ ン ス ラ ン プ 、 デ イ ラ イ ト 又 は デ イ タ イ

ム ラ ン ニ ン グ ラ ン プ と サ イ ド マ ー カ ラ ン プ と い う 異 な る 機 能 で 用 い る こ と が で き る 。 そ し

て 、 導 光 体 を 棒 状 と す る こ と で 広 範 囲 に 亘 っ て 導 く こ と が で き 、 配 光 性 能 を 向 上 さ せ た 車

両 用 灯 具 と し て の ヘ ッ ド ラ ン プ を 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 車 両 用 灯 具 に お い て 、 前 記 第 １ 本 体 部 の 前 記 直 線 部 分 及 び 前 記 湾 曲 部 分 の 断 面 積 は

、 前 記 第 ２ 本 体 部 の 前 記 分 岐 部 分 の 断 面 積 に 比 し て 大 き く し て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 本 体 部 の 導 光 量 を 第 ２ 本 体 部 の 導 光 量 よ り も 多 く す る こ と が で

き 、 必 要 な 部 位 を 必 要 な 光 度 で 発 光 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 車 両 用 灯 具 に お い て 、 前 記 第 １ 本 体 部 は 、 前 記 第 ２ 本 体 部 に 比 し て 緩 や か に 湾 曲 し
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て い る よ う に し て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 発 光 体 か ら の 光 を 第 １ 本 体 部 に 入 射 さ せ 易 く 、 第 １ 本 体 部 の 導 光 量

を 第 ２ 本 体 部 の 導 光 量 よ り も 多 く す る こ と が で き 、 必 要 な 部 位 を 必 要 な 光 度 で 発 光 さ せ る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 車 両 用 灯 具 に お い て 、 前 記 サ イ ド マ ー カ ラ ン プ の 光 は 、 前 記 第 ２ 本 体 部 の 前 記 分 岐

部 分 の 端 部 に 導 か れ た 光 と し て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 サ ー ド マ ー カ ラ ン プ と し て の 光 が 広 範 囲 に 及 ぶ こ と を 抑 制 し 、 局 所

的 な 光 と す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 第 １ 本 体 部 を 通 じ て 出 射 さ せ る 光 と 区 別 す る こ と

が で き 、 ラ ン プ の 機 能 を 差 別 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 車 両 用 灯 具 に お い て 、 前 記 第 １ 本 体 部 の 前 記 直 線 部 分 に は 、 当 該 直 線 部 分 の 軸 心 に

対 し て 前 記 発 光 体 の 光 軸 を 所 定 角 度 ず ら し て 光 が 入 射 さ れ る よ う に し て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 本 体 部 の 直 線 部 分 に 入 射 さ せ た 光 を 第 ２ 本 体 部 の 分 岐 部 分 に 導

き 易 く す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 配 光 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 車 両 用 灯 具 が 装 着 さ れ た 車 両 の 平 面 図 。

【 図 ２ 】 テ ー ル ラ ン プ を 平 面 視 し た と き の 断 面 図 。

【 図 ３ 】 図 ２ に 一 点 鎖 線 で 囲 ん だ 部 分 の 拡 大 図 。

【 図 ４ 】 変 更 例 を 説 明 す る 説 明 図 。

【 図 ５ 】 変 更 例 を 説 明 す る 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 車 両 用 灯 具 の 一 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ に し た が っ て 説 明 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 車 両 １ ０ に は 、 車 両 用 灯 具 １ １ が 装 着 さ れ て い る 。 車 両 １ ０ に 装 着

さ れ る 車 両 用 灯 具 １ １ に は 、 車 両 １ ０ の 前 方 に 装 着 さ れ る 前 照 灯 と し て の ヘ ッ ド ラ ン プ １

２ と 、 車 両 １ ０ の 後 方 に 装 着 さ れ る 尾 灯 と し て の テ ー ル ラ ン プ １ ３ と 、 が あ る 。 ヘ ッ ド ラ

ン プ １ ２ は 、 車 両 １ ０ の 左 右 両 側 に 装 着 さ れ て お り 、 対 称 構 造 で あ る 。 左 右 の ヘ ッ ド ラ ン

プ １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 同 一 の 機 能 を 備 え て い る 。 ま た 、 テ ー ル ラ ン プ １ ３ は 、 車 両 １ ０ の

左 右 両 側 に 装 着 さ れ て お り 、 対 称 構 造 で あ る 。 左 右 の テ ー ル ラ ン プ １ ３ の そ れ ぞ れ は 、 同

一 の 機 能 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 車 両 用 灯 具 １ １ の う ち 、 テ ー ル ラ ン プ １ ３ の 構 成 に つ い て 詳

し く 説 明 す る 。 ま た 、 以 下 の 説 明 は 、 左 右 の テ ー ル ラ ン プ １ ３ の う ち 、 車 両 １ ０ の 右 後 方

に 装 着 さ れ た テ ー ル ラ ン プ １ ３ に つ い て 行 う 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に テ ー ル ラ ン プ １ ３ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ と 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ の 前 面 開 口

に 取 着 さ れ る カ バ ー か ら な る ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ と 、 を 備 え て い る 。 テ ー ル ラ ン プ １ ３ は

、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ と ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ と で 灯 室 １ ６ が 画 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 の

テ ー ル ラ ン プ １ ３ の 灯 室 １ ６ に は 、 機 能 を 異 な ら せ た 複 数 の 発 光 部 が 収 容 さ れ て い る 。 こ

の 実 施 形 態 に お い て 複 数 の 発 光 部 に は 、 車 両 １ ０ の 後 方 を 照 ら す こ と で 尾 灯 と し て 機 能 す

る 第 １ 発 光 部 １ ７ と 、 車 両 １ ０ の 側 部 を 照 ら す こ と で 側 方 灯 で あ る サ イ ド マ ー カ ラ ン プ と

し て 機 能 す る 第 ２ 発 光 部 １ ８ と 、 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 そ し て 、 テ ー ル ラ ン プ １ ３ の 灯 室 １ ６ に は 、 発 光 体 か ら の 光 を 内 部 反 射 さ せ て 導 く 導 光

体 １ ９ と 、 導 光 体 １ ９ に 入 射 さ せ る 光 を 発 す る 発 光 体 と し て の 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ と 、 が 収
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容 さ れ て い る 。 導 光 体 １ ９ は 、 棒 状 の 樹 脂 性 で あ り 、 例 え ば ア ク リ ル 樹 脂 に よ っ て 成 形 さ

れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 導 光 体 １ ９ は 、 断 面 円 形 の 丸 棒 で あ る 。 発 光 ユ ニ ッ ト ２

０ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ を 実 装 し た 基 板 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 １ つ の 発 光 ユ ニ ッ ト の 基 板

に 実 装 さ れ る Ｌ Ｅ Ｄ の 個 数 は 単 数 又 は 複 数 の 何 れ で も よ い 。 そ し て 、 こ の 実 施 形 態 で は 、

１ の 発 光 ユ ニ ッ ト に よ っ て １ つ の 光 源 を 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 実 施 形 態 の 導 光 体 １ ９ は 、 第 １ 本 体 部 ２ １ と 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 途 中 か ら 分 岐 さ れ る 第

２ 本 体 部 ２ ２ と 、 を 備 え て い る 。 第 １ 本 体 部 ２ １ と 第 ２ 本 体 部 ２ ２ は 一 体 成 形 さ れ て い る

。 ま た 、 第 １ 本 体 部 ２ １ と 第 ２ 本 体 部 ２ ２ は 、 何 れ も 断 面 円 形 の 棒 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 第 １ 本 体 部 ２ １ は 、 第 １ 端 部 ２ １ ａ と 第 ２ 端 部 ２ １ ｂ と 、 を 備 え て い る 。 ま た 、 第 １ 本

体 部 ２ １ は 、 第 １ 端 部 ２ １ ａ に 繋 が る 所 定 の 範 囲 を 直 線 状 に 形 成 し た 直 線 部 分 ２ １ ｃ と 、

直 線 部 分 ２ １ ｃ か ら 第 ２ 端 部 ２ １ ｂ に 繋 が る 所 定 の 範 囲 を 湾 曲 状 に 形 成 し た 湾 曲 部 分 ２ １

ｄ と 、 を 備 え て い る 。 直 線 部 分 ２ １ ｃ は 、 全 体 に 亘 っ て 同 一 径 で 構 成 さ れ て い る と と も に

断 面 形 状 が 同 一 形 状 で あ る 。 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ は 、 全 体 に 亘 っ て 同 一 径 で 構 成 さ れ て い る と

と も に 断 面 形 状 が 同 一 形 状 で あ る 。 そ し て 、 直 線 部 分 ２ １ ｃ と 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ は 同 一 径 で

構 成 さ れ て お り 、 そ の 断 面 形 状 は 同 一 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 一 方 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ は 、 そ の 基 端 側 が 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２ １ ｃ に 繋 が っ て お

り 、 基 端 か ら 先 端 ２ ２ ａ に 繋 が る 所 定 の 範 囲 を 湾 曲 状 に 形 成 し た 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ を 備 え て

い る 。 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ は 、 全 体 に 亘 っ て 同 一 径 で 構 成 さ れ て い る と と も に 断 面 形 状 が 同 一

形 状 で あ る 。 そ し て 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ の 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ は 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２

１ ｃ 及 び 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ と 同 じ く 断 面 円 形 で あ る が 、 そ の 径 は 第 １ 本 体 部 ２ １ の 径 に 比 し

て 小 さ い 。 つ ま り 、 こ の 実 施 形 態 に お い て 第 １ 本 体 部 ２ １ は 第 ２ 本 体 部 ２ ２ に 比 し て 太 く

、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ は 第 １ 本 体 部 ２ １ に 比 し て 細 く 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 に

お い て 第 １ 本 体 部 ２ １ は そ の 全 体 が 第 ２ 本 体 部 ２ ２ に 比 し て 緩 や か に 湾 曲 し て お り 、 第 ２

本 体 部 ２ ２ は そ の 全 体 が 第 １ 本 体 部 ２ １ に 比 し て き つ く 湾 曲 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

つ ま り 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 光 度 又 は 輝 度 を 高 く 必 要 と す る 側 を 直 線 的 に 配 置 さ せ る こ と

で 光 度 又 は 輝 度 を 制 御 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う に 構 成 し た 導 光 体 １ ９ は 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２ １ ｃ が 車 両 １ ０ の 前 後

方 向 に 延 び 、 か つ 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ に 比 し て 車 両 １ ０ の 側 部 寄 り に な る よ う に 灯 室 １ ６ に 配

置 さ れ る 。 ま た 、 導 光 体 １ ９ は 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ が 車 両 １ ０ の 車 幅 方 向

に 延 び 、 か つ 第 ２ 端 部 ２ １ ｂ が 第 １ 端 部 ２ １ ａ に 比 し て 車 両 １ ０ の 側 部 か ら 離 れ て 位 置 す

る よ う に 灯 室 １ ６ に 配 置 さ れ る 。 な お 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ は 、 導 光 体 １ ９

を 灯 室 １ ６ に 収 容 し た 状 態 に お い て ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ に 対 向 す る よ う に 湾 曲 し て い る 。

ま た 、 導 光 体 １ ９ は 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ の 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ が 車 両 １ ０ の 車 幅 方 向 に 延 び 、 か

つ 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２ １ ｃ 及 び 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ に 比 し て 車 両 １ ０ の 側 部 寄 り に な

る よ う に 灯 室 １ ６ に 配 置 さ れ る 。 な お 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ の 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ は 、 導 光 体 １ ９

を 灯 室 １ ６ に 収 容 し た 状 態 に お い て 先 端 ２ ２ ａ が 車 両 １ ０ の 側 部 を 向 く よ う に 湾 曲 し て い

る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 灯 室 １ ６ に お い て 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 そ の 発 光 部 分 が 第 １ 本 体 部 ２ １ の 第 １ 端

部 ２ １ ａ と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 つ ま り 、 こ の 実 施 形 態 に お い て 導 光 体 １ ９ に

は 、 第 １ 端 部 ２ １ ａ か ら 光 が 入 射 さ れ る 。 ま た 、 灯 室 １ ６ に は 、 導 光 体 １ ９ と ア ウ タ ー レ

ン ズ １ ５ と の 間 に は 、 仕 切 壁 ２ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 仕 切 壁 ２ ３ は 、 導 光 体 １ ９ 及 び ア ウ

タ ー レ ン ズ １ ５ の そ れ ぞ れ に 沿 う 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 仕 切 壁 ２ ３ は 、 第 １ 本 体

部 ２ １ の 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ に 導 か れ た 光 を ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ に 向 け て 通 過 さ せ る 第 １ 通 過

部 ２ ３ ａ と 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ の 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ に 繋 が る 先 端 ２ ２ ａ に 導 か れ た 光 を ア ウ タ

ー レ ン ズ １ ５ に 向 け て 通 過 さ せ る 第 ２ 通 過 部 ２ ３ ｂ と 、 を 備 え て い る 。 第 １ 通 過 部 ２ ３ ａ
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と 第 ２ 通 過 部 ２ ３ ｂ の そ れ ぞ れ は 、 仕 切 壁 ２ ３ に 穿 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 下 、 こ の 実 施 形 態 の 車 両 用 灯 具 １ １ で あ る テ ー ル ラ ン プ １ ３ の 作 用 を 説 明 す る 。

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 に お い て 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 そ の 光 軸 ２ ４ が 導 光 体

１ ９ の 第 １ 本 体 部 ２ １ に お け る 直 線 部 分 ２ １ ｃ の 軸 心 ２ ５ と 一 致 す る よ う に 配 置 さ れ て い

る 。 こ の た め 、 第 １ 本 体 部 ２ １ は 、 第 １ 端 部 ２ １ ａ か ら 入 射 さ れ た 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 光

が 内 部 反 射 に よ っ て 直 線 部 分 ２ １ ｃ か ら 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ へ 至 る 。 そ し て 、 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ

に 導 か れ た 光 は 、 仕 切 壁 ２ ３ の 第 １ 通 過 部 ２ ３ ａ を 通 過 し て ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ へ 至 る と

と も に 、 ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ を 透 過 し て 車 両 １ ０ の 後 方 へ 出 射 さ れ る 。 こ の よ う に ア ウ タ

ー レ ン ズ １ ５ を 透 過 し た 光 が 尾 灯 と し て 機 能 さ せ る 光 と な り 得 る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 一 方 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２ １ ｃ か ら 分 岐 し た 第 ２ 本 体 部 ２ ２ に は 、 図 ３ に 破 線

で 示 す よ う に 直 線 部 分 ２ １ ｃ で 反 射 さ れ た 光 が 導 か れ る 。 こ の た め 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ に は

、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２ １ ｃ か ら 入 射 さ れ る 光 が 内 部 反 射 に よ っ て 導 か れ る 。 こ の

と き 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ は 、 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ に 繋 が る 先 端 ２ ２ ａ に も 光 が 導 か れ る 。 そ し て

、 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ に 繋 が る 先 端 ２ ２ ａ に 導 か れ た 光 は 、 仕 切 壁 ２ ３ の 第 ２ 通 過 部 ２ ３ ｂ を

通 過 し て ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ へ 至 る と と も に 、 ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ を 透 過 し て 車 両 １ ０ の

側 部 へ 出 射 さ れ る 。 こ の よ う に ア ウ タ ー レ ン ズ １ ５ を 透 過 し た 光 が 側 方 灯 と し て 機 能 さ せ

る 光 と な り 得 る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 以 下 に 示 す 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

　 （ １ ） 第 １ 本 体 部 ２ １ と 第 １ 本 体 部 ２ １ か ら 分 岐 し た 第 ２ 本 体 部 ２ ２ を 備 え る 導 光 体 １

９ を 用 い る の で 、 単 一 の 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 用 い て 異 な る 方 向 に 入 射 し た 光 を 導 く こ と が

で き る 。 そ の 結 果 、 異 な る 方 向 へ 導 い た 光 を 、 テ ー ル ラ ン プ と サ イ ド マ ー カ ラ ン プ と い う

異 な る 機 能 で 用 い る こ と が で き る 。 そ し て 、 導 光 体 １ ９ を 棒 状 と す る こ と で 広 範 囲 に 亘 っ

て 光 を 導 く こ と が で き 、 配 光 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 （ ２ ） ま た 、 こ の 実 施 形 態 の テ ー ル ラ ン プ １ ３ は 、 単 一 の 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 用 い て 異

な る 方 向 へ 光 を 導 い て い る の で 、 発 光 し た い 方 向 毎 に 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 用 い る 場 合 に 比

し て 消 費 電 力 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 品 点 数 を 削 減 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 （ ３ ） 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２ １ ｃ 及 び 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ の 断 面 積 を 、 第 ２ 本 体 部 ２

２ の 分 岐 部 分 ２ ２ ｂ の 断 面 積 に 比 し て 大 き く す る こ と で 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 導 光 量 を 第 ２

本 体 部 ２ ２ の 導 光 量 よ り も 多 く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 必 要 な 部 位 を 必 要 な 光 度

又 は 輝 度 で 発 光 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 （ ４ ） 第 １ 本 体 部 ２ １ は 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ に 比 し て 緩 や か に 湾 曲 さ せ て い る の で 、 第 １

端 部 ２ １ ａ を 通 じ て 光 を 第 １ 本 体 部 ２ １ に 入 射 さ せ 易 く 、 第 １ 本 体 部 ２ １ の 導 光 量 を 第 ２

本 体 部 ２ ２ の 導 光 量 よ り も 多 く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 必 要 な 部 位 を 必 要 な 光 度

又 は 輝 度 で 発 光 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 （ ５ ） サ イ ド マ ー カ ラ ン プ の 光 を 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ の 先 端 ２ ２ ａ に 導 か さ れ た 光 と し て

い る の で 、 サ ー ド マ ー カ ラ ン プ の 光 が 広 範 囲 に 及 ぶ こ と を 抑 制 し 、 局 所 的 な 光 と す る こ と

が で き る 。 そ の 結 果 、 第 １ 本 体 部 ２ １ を 通 じ て 出 射 さ せ る 光 と 区 別 す る こ と が で き 、 ラ ン

プ の 機 能 を 差 別 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 な お 、 実 施 形 態 は 、 以 下 の よ う に 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 実 施 形 態 及 び 以 下 の

変 更 例 は 、 技 術 的 に 矛 盾 し な い 範 囲 で 互 い に 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。

　 ○ 　 図 ４ に 示 す よ う に 、 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 光 軸 ２ ４ と 導 光 体 １ ９ の 第 １ 本 体 部 ２ １ に

お け る 直 線 部 分 ２ １ ｃ の 軸 心 ２ ５ と が 所 定 角 度 θ ず れ る よ う に 、 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ と 導 光
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体 １ ９ を 配 置 し て も よ い 。 所 定 角 度 θ は 、 例 え ば ５ 度 ～ ２ ０ 度 の 範 囲 内 で 選 択 し た 角 度 で

あ る 。 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ か ら の 光 は 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２

１ ｃ に 対 し て 直 線 的 に 入 射 さ れ る が 、 こ の 変 更 例 の 構 成 に よ れ ば 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ か ら の

光 は 第 １ 本 体 部 ２ １ の 直 線 部 分 ２ １ ｃ に 対 し て 傾 い て 入 射 さ れ る こ と に な る 。 こ の た め 、

こ の 変 更 例 に お い て 直 線 部 分 ２ １ ｃ に 入 射 さ れ た 光 は 内 部 反 射 に よ っ て 第 ２ 本 体 部 ２ ２ へ

導 き 易 く な る 。 そ の 結 果 、 第 ２ 本 体 部 ２ ２ に 導 か れ た 光 を サ イ ド マ ー カ ラ ン プ と し て 機 能

さ せ る た め に 十 分 な 光 量 を 与 え 易 く な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ○ 　 図 ５ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 の 導 光 体 １ ９ に よ っ て 異 な る 方 向 へ 光 を 導 く 構 成 は 、

ヘ ッ ド ラ ン プ １ ２ に 適 用 し て も よ い 。 図 ５ は 、 車 両 １ ０ の 右 前 方 に 装 着 さ れ た ヘ ッ ド ラ ン

プ １ ２ を 示 す が 、 車 両 １ ０ の 左 前 方 に 装 着 さ れ た ヘ ッ ド ラ ン プ １ ２ も 同 一 の 構 造 で あ っ て

、 同 一 の 機 能 を 備 え て い る 。 ヘ ッ ド ラ ン プ １ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ と ア ウ タ ー レ ン ズ ３ １

に よ っ て 灯 室 ３ ２ が 画 成 さ れ て い る 。 灯 室 ３ ２ に は 、 実 施 形 態 と 同 一 構 成 の 発 光 ユ ニ ッ ト

３ ３ と 導 光 体 ３ ４ と が 配 置 さ れ て い る 。 具 体 的 に 言 え ば 、 導 光 体 ３ ４ は 、 第 １ 本 体 部 ３ ５

と 、 第 １ 本 体 部 ３ ５ の 途 中 か ら 分 岐 さ れ る 第 ２ 本 体 部 ３ ６ と 、 を 備 え て い る 。 第 １ 本 体 部

３ ５ は 、 第 １ 端 部 ３ ５ ａ に 繋 が る 直 線 部 分 ３ ５ ｃ と 、 直 線 部 分 ３ ５ ｃ か ら 第 ２ 端 部 ３ ５ ｂ

に 繋 が る 湾 曲 部 分 ３ ５ ｄ と 、 を 備 え て い る 。 一 方 、 第 ２ 本 体 部 ３ ６ は 、 そ の 基 端 側 が 第 １

本 体 部 ３ ５ の 直 線 部 分 ３ ５ ｃ に 繋 が っ て お り 、 基 端 か ら 先 端 ３ ６ ａ に 繋 が る 分 岐 部 分 ３ ６

ｂ と 、 を 備 え て い る 。 こ の よ う に 構 成 し た 導 光 体 ３ ４ は 、 第 １ 本 体 部 ３ ５ の 直 線 部 分 ３ ５

ｃ が 車 両 １ ０ の 前 後 方 向 に 延 び 、 か つ 湾 曲 部 分 ３ ５ ｄ に 比 し て 車 両 １ ０ の 側 部 寄 り に な る

よ う に 灯 室 ３ ２ に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 導 光 体 ３ ４ は 、 第 １ 本 体 部 ３ ５ の 湾 曲 部 分 ３ ５ ｄ が

車 両 １ ０ の 車 幅 方 向 に 延 び 、 か つ 第 ２ 端 部 ３ ５ ｂ が 第 １ 端 部 ３ ５ ａ に 比 し て 車 両 １ ０ の 側

部 か ら 離 れ て 位 置 す る よ う に 灯 室 ３ ２ に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 導 光 体 ３ ４ は 、 第 ２ 本 体 部 ３

６ の 分 岐 部 分 ３ ６ ｂ が 車 両 １ ０ の 車 幅 方 向 に 延 び 、 か つ 第 １ 本 体 部 ３ ５ の 直 線 部 分 ３ ５ ｃ

及 び 湾 曲 部 分 ３ ５ ｄ に 比 し て 車 両 １ ０ の 側 部 寄 り に な る よ う に 灯 室 ３ ２ に 配 置 さ れ る 。 ま

た 、 第 ２ 本 体 部 ３ ６ の 分 岐 部 分 ３ ６ ｂ は 、 導 光 体 ３ ４ を 灯 室 ３ ２ に 収 容 し た 状 態 に お い て

先 端 ３ ６ ａ が 車 両 １ ０ の 側 部 を 向 く よ う に 湾 曲 し て い る 。 な お 、 実 施 形 態 の 第 １ 本 体 部 ２

１ と 同 様 に 、 第 １ 本 体 部 ３ ５ は 第 ２ 本 体 部 ３ ６ に 比 し て 太 く 、 そ の 全 体 が 第 ２ 本 体 部 ３ ６

に 比 し て 緩 や か に 湾 曲 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 記 の よ う に 構 成 し た ヘ ッ ド ラ ン プ １ ２ に よ れ ば 、 湾 曲 部 分 ３ ５ ｄ に 導 か れ た 光 は 、 仕

切 壁 ３ ７ の 第 １ 通 過 部 ３ ７ ａ を 通 過 し て ア ウ タ ー レ ン ズ ３ １ へ 至 る と と も に 、 ア ウ タ ー レ

ン ズ ３ １ を 透 過 し て 車 両 １ ０ の 前 方 へ 出 射 さ れ る 。 一 方 で 、 分 岐 部 分 ３ ６ ｂ に 繋 が る 先 端

３ ６ ａ に 導 か れ た 光 は 、 仕 切 壁 ３ ７ の 第 ２ 通 過 部 ３ ７ ｂ を 通 過 し て ア ウ タ ー レ ン ズ ３ １ へ

至 る と と も に 、 ア ウ タ ー レ ン ズ ３ １ を 透 過 し て 車 両 １ ０ の 側 部 へ 出 射 さ れ る 。 こ の 変 更 例

の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 本 体 部 ３ ５ と 第 １ 本 体 部 ３ ５ か ら 分 岐 し た 第 ２ 本 体 部 ３ ６ を 備 え る

導 光 体 ３ ４ を 用 い て い る の で 、 単 一 の 発 光 ユ ニ ッ ト ３ ３ を 用 い て 異 な る 方 向 に 入 射 し た 光

を 導 く こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 異 な る 方 向 へ 導 い た 光 を 、 異 な る 機 能 で 用 い る こ と が で

き る 。 そ し て 、 導 光 体 ３ ４ を 棒 状 と す る こ と で 広 範 囲 に 亘 っ て 光 を 導 く こ と が で き 、 配 光

性 能 を 向 上 さ せ た 車 両 用 灯 具 と し て の ヘ ッ ド ラ ン プ １ ２ を 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ○ 　 上 記 変 更 例 に お い て 、 車 両 １ ０ の 前 方 へ 出 射 さ れ た 光 は 、 車 幅 灯 と し て の ク リ ア ラ

ン ス ラ ン プ 、 デ イ ラ イ ト 、 又 は デ イ タ イ ム ラ ン ニ ン グ ラ ン プ と し て 機 能 さ せ る 光 と な り 得

る 。 な お 、 上 記 光 は 、 ク リ ア ラ ン ス ラ ン プ と デ イ ラ イ ト の 両 機 能 を 満 た し た 光 と し て も よ

い し 、 ク リ ア ラ ン ス ラ ン プ と デ イ タ イ ム ラ ン ニ ン グ ラ ン プ の 両 機 能 を 満 た し た 光 と し て も

よ い 。 ま た 、 上 記 変 更 例 に お い て 、 車 両 １ ０ の 側 方 に 出 射 さ れ た 光 は 、 サ イ ド マ ー カ ラ ン

プ と し て 機 能 さ せ る 光 と な り 得 る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ○ 　 実 施 形 態 及 び 上 記 変 更 例 の 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ は 、 単 一 の 発 光 ユ ニ ッ ト を 用 い て 車 両

１ ０ の 後 方 又 は 前 方 へ 光 を 出 射 さ せ る 構 成 と 車 両 １ ０ の 側 部 へ 光 を 出 射 さ せ る 構 成 と を 備
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え た 発 光 部 で あ る 。 こ の 構 成 に よ っ て 出 射 さ れ る 光 は 、 実 施 形 態 及 び 変 更 例 で 説 明 し た 機

能 以 外 の 機 能 で 使 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ○ 　 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ の 形 状 を 変 更 し て も よ い 。 例 え ば 、 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ は 、 断 面 視

で 楕 円 型 の 棒 状 と し て も よ い 。 な お 、 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ の 形 状 は 、 多 角 形 の よ う に 角 を 備

え た 形 状 は 好 ま し く な い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ○ 　 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ の 第 １ 本 体 部 ２ １ ， ３ ５ か ら 分 岐 す る 分 岐 部 分 の 数 を ３ カ 所 以 上

と し て も よ い 。

　 ○ 　 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ は 、 小 径 に 比 し て 大 径 の 方 が 光 を 導 く 面 積 が 広 く な る 。 こ の た め

、 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ を 構 成 す る 第 １ 本 体 部 ２ １ ， ３ ５ の 径 と 第 ２ 本 体 部 ２ ２ ， ３ ６ の 径 の

差 は 、 必 要 な 導 光 量 に 応 じ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど に よ っ て 任 意 に 設 定 で き る 。 例 え ば 、

同 様 の 導 光 量 が 必 要 で あ れ ば 径 を 同 じ と し て も よ い 。 ま た 、 テ ー ル ラ ン プ 又 は ク リ ア ラ ン

ス ラ ン プ と し て 機 能 さ せ る 光 を 、 サ イ ド マ ー カ ラ ン プ と し て 機 能 さ せ る 光 に 比 し て 光 度 を

高 く す る 場 合 は 、 テ ー ル ラ ン プ 又 は ク リ ア ラ ン ス ラ ン プ と し て 機 能 さ せ る 光 を 導 く 本 体 の

径 を 大 き く す る と よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ○ 　 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ の 第 １ 本 体 部 ２ １ ， ３ ５ は 全 体 に 亘 っ て 同 一 径 と す る 必 要 は な く

、 径 を 可 変 さ せ て も よ い 。 例 え ば 、 直 線 部 分 ２ １ ｃ ， ３ ５ ｃ と 湾 曲 部 分 ２ １ ｄ ， ３ ５ ｄ の

径 を 異 な ら せ て も よ い 。 ま た 、 導 光 体 １ ９ ， ３ ４ の 第 ２ 本 体 部 ２ ２ ， ３ ６ は 全 体 に 亘 っ て

同 一 径 と す る 必 要 は な く 、 径 を 可 変 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ○ 　 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ ， ３ ３ を 構 成 す る 発 光 体 は 、 チ ッ プ Ｌ Ｅ Ｄ と し て も よ い し 、 電 球

と し て も よ い 。

　 ○ 　 第 ２ 本 体 部 ２ ２ ， ３ ６ の 先 端 ２ ２ ａ ， ３ ６ ａ に 導 か れ た 光 に 代 え て 、 分 岐 部 分 ２ ２

ｂ ， ３ ６ ｂ に 導 か れ た 光 を サ イ ド マ ー カ ラ ン プ と し て 機 能 さ せ る 光 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ○ 　 第 １ 本 体 部 ２ １ と 第 ２ 本 体 部 ２ ２ 、 及 び 第 １ 本 体 部 ３ ５ と 第 ２ 本 体 部 ３ ６ の そ れ ぞ

れ は 一 体 成 形 さ れ て い な く て も よ く 、 別 体 部 品 を 繋 げ た 構 成 と し て も よ い 。

　 ○ 　 テ ー ル ラ ン プ １ ３ は 、 左 右 非 対 称 構 造 と し て も よ い 。 ま た 、 左 右 の テ ー ル ラ ン プ １

３ は 、 異 な る 機 能 を 備 え て い て も よ い 。 例 え ば 、 左 右 の 何 れ か の テ ー ル ラ ン プ １ ３ が 後 退

灯 で あ る バ ッ ク ア ッ プ ラ ン プ と し て の 機 能 を 備 え て い て も よ い し 、 左 右 の 何 れ か 一 方 の テ

ー ル ラ ン プ １ ３ が フ ォ グ ラ ン プ と し て の 機 能 を 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 及 び 別 例 か ら 把 握 で き る 技 術 的 思 想 を 以 下 に 追 記 す る 。

　 （ イ ） 車 両 に 装 着 さ れ る 車 両 用 灯 具 で あ っ て 、 導 光 体 と 、 前 記 導 光 体 に 入 射 さ せ る 光 を

発 す る 発 光 体 と 、 を 備 え 、 前 記 導 光 体 は 、 直 線 状 の 直 線 部 分 と 前 記 直 線 部 分 か ら 湾 曲 し た

湾 曲 部 分 を 備 え た 棒 状 の 第 １ 本 体 部 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 の 直 線 部 分 か ら 前 記 第 １ 本 体 部 の

湾 曲 部 分 と は 異 な る 方 向 に 分 岐 し た 分 岐 部 分 を 備 え た 棒 状 の 第 ２ 本 体 部 と 、 を 備 え 、 前 記

発 光 体 か ら の 光 は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 の 端 部 に 入 射 さ れ 、 前 記 導 光 体 の 前 記 湾 曲 部

分 に は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 に 入 射 さ れ た 光 が 導 か れ る と と も に 、 前 記 導 光 体 の 前 記

分 岐 部 分 に は 前 記 導 光 体 の 前 記 直 線 部 分 で 反 射 し て 入 射 さ れ た 光 が 導 か れ る こ と に よ り 、

前 記 湾 曲 部 分 と 前 記 分 岐 部 分 と で 異 な る 方 向 に 導 か れ た 光 で 発 す る 車 両 用 灯 具 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 １ ０ … 車 両 、 １ １ … 車 両 用 灯 具 、 １ ２ … ヘ ッ ド ラ ン プ 、 １ ３ … テ ー ル ラ ン プ 、 １ ６ ， ３

２ … 灯 室 、 １ ７ ， ３ ５ … 第 １ 発 光 部 、 １ ８ ， ３ ６ … 第 ２ 発 光 部 、 １ ９ ， ３ ４ … 導 光 体 、 ２

０ ， ３ ３ … 発 光 ユ ニ ッ ト 、 ２ １ ， ３ ５ … 第 １ 本 体 部 、 ２ １ ａ ， ３ ５ ａ … 第 １ 端 部 、 ２ ２ ，

３ ６ … 第 ２ 本 体 部 、 ２ １ ｃ ， ３ ５ ｃ … 直 線 部 分 、 ２ １ ｄ ， ３ ５ ｄ … 湾 曲 部 分 、 ２ ２ ａ ， ３

６ ａ … 先 端 、 ２ ２ ｂ ， ３ ６ ｂ … 分 岐 部 分 、 ２ ４ … 光 軸 、 ２ ５ … 軸 心 、 θ … 角 度 。

10

20

30

40

50



(9) JP  2019-160749  A   2019.9.19

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



(10) JP  2019-160749  A   2019.9.19

【 図 ５ 】



(11) JP  2019-160749  A   2019.9.19

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

 

(51)Int.Cl.　　　　　　　　　　　　　　 ＦＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマコード（参考）

　 Ｆ２１Ｗ 102/00　　 (2018.01)　　　　　 Ｆ２１Ｗ　102:00　　　　　　　　　　　　　　　 

　 Ｆ２１Ｗ 103/00　　 (2018.01)　　　　　 Ｆ２１Ｗ　103:00　　　　　　　　　　　　　　　 

　 Ｆ２１Ｗ 103/15　　 (2018.01)　　　　　 Ｆ２１Ｗ　103:15　　　　　　　　　　　　　　　 

　 Ｆ２１Ｗ 103/55　　 (2018.01)　　　　　 Ｆ２１Ｗ　103:55　　　　　　　　　　　　　　　 

　 Ｆ２１Ｙ 115/10　　 (2016.01)　　　　　 Ｆ２１Ｙ　115:10　　　　　　　　　　　　　　　 

 

(72)発明者　稲垣　宗明

　　　　　　愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地　株式会社　豊田自動織機　内

(72)発明者　吉房　敬二

　　　　　　愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地　株式会社　豊田自動織機　内

Ｆターム(参考) 3K244 AA05　BA14　BA27　BA42　BA50　CA02　CA03　DA01　EA01　EA06 

　　　　　　　　　　 EA08　EA12　EA16　GA06 


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

